
１．市政アンケート調査の概要

郵送または電子メール

福岡市　市長室　広聴課

２．第６回調査の概要

５３０人

８５．５％

①「家庭ごみ」について

②「福岡市の広報活動」について

③「ユニバーサル都市・福岡」について

④「消防団」について

３．注意点

（１）

（２） 小数点第２位を四捨五入しているため，百分率の合計が１００％にならない場合もあります。

（３） 複数回答ができる設問では，回答率の合計が１００％を超えることがあります。

（４） 今回の調査結果の詳細についてのお問い合わせは，各事業の所管課にお願いします。

令和２年度  市政アンケート調査
第６回結果報告(概要版)

（１）目的 ①本市の施策や事業に関するアンケートを実施し，施策推進の
　 ための参考とする。

②アンケート調査を通じ，市民の市政への関心や理解を深める。

（２）調査対象者 福岡市内に居住する満１８歳以上の男女６２４人（就任時）

①選考方法：住民基本台帳から無作為に抽出した市民の中から
                  承諾を得て依頼

②任期　　　：令和２年４月１５日から令和３年３月３１日まで

（３）調査方法

（４）調査主体

（３）回答者数

（４）有効回答率

（５）調査テーマ

各設問の母数（調査の元になる数）は，（Ｎ＝）または（ｎ＝）で表記しています。ただし，グラフ中
に特に表記がないものについての母数は，各テーマ横にある（Ｎ＝）の数字となります。

（１）調査時期 令和２年１２月１０日から１２月２４日まで

（２）調査対象者数 ６２０人



① 「家庭ごみ」について（N=530）

 ≪ごみ減量・リサイクルに関心があるか≫

 ≪どのようなことに関心があるか≫ （n=477）

関心がある
47.0%

どちらかといえば

関心がある
43.0%

どちらかといえば

関心がない
6.6%

関心がない
1.5%

無回答
1.9%

70.9

69.2

49.1

44.9

35.4

30.4

24.9

23.9

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ごみの分別の仕方

自宅のごみの減量方法

地域で取り組んでいる集団回収などの資源物回収活動

スーパーなど民間事業者が取り組んでいる資源物回収活動

資源物が回収されてから再製品化されるまでの流れ

生ごみの処理方法

清掃工場や最終処分を行う埋立地の状況

フリーマーケットやリサイクルショップなどの情報

その他
複数回答

20.5

39.3

45.7

43.5

57.5

68.6

56.2

47.2

48.6

44.7

37.0

27.6

13.7

10.1

5.7

5.9

4.1

1.9

8.2

2.2

0.0

0.0

0.0

0.0

1.4

1.1

0.0

5.9

1.4

1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１８～２９歳
(n=73)

３０代

(n=89)

４０代

(n=105)

５０代

(n=85)

６０代

(n=73)

７０歳以上
(n=105)

『関心がある』

90.0％

関心がある どちらかといえば関心がある

どちらかといえば関心がない 関心がない 無回答

『関心がある』と回答した方は，全体の90.0％でした。年代別にみると，「関心がある」と回答した方は60

代で57.5％，70歳以上で68.6％となり，他の年代よりも高い結果となりました。

「ごみの分別の仕方」と回答した方が70.9％と最も多く，次いで「自宅のごみの減量方法」が69.2％となりま

した。

※『 』は２つ以上の選択肢を合計して表したもの

例：『関心がある』＝「関心がある」＋「どちらかといえば関心がある」



 ≪最近１年間，家庭で，ごみ減量・リサイクル（３R）に取り組んでいるか≫

 ≪ごみ減量・リサイクル（３R）のためにどのようなことに取り組んでいるか≫（n=506）

取り組んでいる
33.8%

どちらかといえば

取り組んでいない
8.3%

取り組んでいない
3.4%

わからない
0.6%

無回答
0.6%

91.9

77.3

64.2

60.7

60.5

52.6

45.3

45.1

44.3

41.7

37.0

24.7

21.9

9.3

4.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

買い物の際はレジ袋を断っている

詰め替え用製品を買うようにしている

地域で行われている集団回収に古紙を出している

過剰包装を断ったり，簡易包装の商品を購入したりしている

食べ残しをしないなど，できるだけ生ごみを出さないようにしている

水筒などのマイボトルやマイ箸など，繰り返し使えるものを持ち歩いている

計画的な買い物を心掛け，必要以上の商品は買わないようにしている

生ごみは水分を絞って出している

使い捨てのスプーンやフォーク，割り箸などをもらわないようにしている

店舗や区役所などの回収ボックスに，牛乳パックや白色トレイ，

ペットボトルなどを持ち込んでいる

不要になった服や古本をできるだけ知り合いに譲ったり，

リサイクルショップやフリーマーケットを利用したりしている

区役所や地域の回収ボックスに古紙を出している

缶飲料やペットボトル飲料などをできるだけ購入しないようにしている

環境に配慮された製品を選ぶようにしている

その他
複数回答

どちらかといえば

取り組んでいる
53.4%

23.3

19.1

28.6

34.1

35.6

57.1

47.9

65.2

55.2

54.1

61.6

39.0

17.8

6.7

13.3

8.2

1.4

2.9

9.6

9.0

1.0

1.2

0.0

1.0

1.4

0.0

1.9

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

2.4

1.4

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１８～２９歳
(n=73)

３０代

(n=89)

４０代

(n=105)

５０代

(n=85)

６０代

(n=73)

７０歳以上
(n=105)

取り組んでいる どちらかといえば取り組んでいる

どちらかといえば取り組んでいない 取り組んでいない

わからない 無回答

「買い物の際はレジ袋を断っている」と回答した方が91.9％で最も多く，次いで「詰め替え用製品を買うようにし

ている」が77.3％となりました。

『取り組んでいる』

87.2％



 ≪プラスチックごみ削減のために，生活の中で減らすことができそうだと思うもの≫

 ≪普段，タンブラーや水筒などのマイボトルを使用しているか≫

 ≪どのようなものがあればマイボトルを使用してみたい，また，継続して使用したいと思うか≫

使用している

70.9%

使用していない

28.1%

無回答

0.9%

84.9

57.0

54.2

47.0

46.8

35.1

28.5

28.1

23.0

17.2

0.8

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

レジ袋

使い捨てのスプーンやフォーク

ストロー

使い捨てのビニール傘

ペットボトル

食品トレイ

使い捨てのお弁当容器

雨の日の傘袋

テイクアウトのドリンクカップ

食品ラップ

その他

特にない
複数回答

43.4

41.9

39.2

36.4

34.9

33.2

31.3

14.5

1.7

9.6

1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

マイボトル持参者へのコーヒーショップなどの飲食店での割引サービス

マイボトル持参者へのコンビニエンスストアでの割引サービス

持ち運びしやすい軽量ボトルや機能性ボトル

マイボトルでのテイクアウト対応の店

マイボトル対応の自動販売機

無料の給水スポット

マイボトルの洗浄スポットや洗浄サービス

情報まとめサイトやマップ

その他

特にない

わからない
複数回答

「使用している」と回答した方

は，全体の70.9％でした。



 ≪食品ロス削減のために何か取り組んでいるか≫

 ≪家庭で，食品ロス削減のために工夫していること≫（n=446）

 ≪フードバンクやフードドライブの取り組みを知っていたか≫

取り組んでいる

84.2%

取り組んでいない

15.7%

無回答

0.2%

73.1

69.7

66.6

63.9

58.1

57.2

44.6

43.3

13.7

11.4

2.7

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

食べ残しをしないようにしている

買い過ぎないようにしている

買い物の前に家にあるものを確認している

食材を使い切るようにしている

作り過ぎた物は冷凍保存している

賞味期限を過ぎても，風味を確認して食べている

買い物リストを作っている

必要な分だけ作るようにしている

食べない物は人にあげるようにしている

量り売りやばら売りを利用している

生ごみコンポストなどで堆肥にしている

その他
複数回答

知っていた

50.8%

知らなかった

48.5%

無回答

0.8%

「取り組んでいる」と回答した方

は，全体の84.2％でした。

「知っていた」と回答した方は，全体の

50.8％でした。

※フードバンク・フードドライブとは，企業や家庭で余っている

未使用の食品を寄付していただき，必要としている方々に，

無償で提供する活動です。



②「福岡市の広報活動」について（N=530）

◆年代別上位５項目

18～29歳（n=73）

30代（n=89）

40代（n=105）

50代（n=85）

60代（n=73）

70歳以上（n=105）

89.4

42.5

22.8

22.5

22.3

18.9

16.2

10.0

10.0

9.4

9.4

7.2

4.3

4.2

3.4

3.0

2.6

1.9

0.4

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市政だより（紙媒体）

福岡市ホームページ

チラシ・パンフレット

福岡市LINE公式アカウント

テレビCM

新聞の紙面広告

ポスター

ふくおか市生活ガイド

フリーペーパー

市政だより（WEB 版，PDF 版）

区役所の情報コーナー

SNS

情報プラザ

市関連のメールマガジン

街頭ビジョン

雑誌の紙面広告

YouTube などの動画サイト

デジタルサイネージ

民間の情報アプリ

その他

複数回答

69.9

43.8

23.3

23.3

20.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市政だより（紙媒体）

福岡市ホームページ

福岡市LINE公式アカウント

SNS

テレビCM

94.1

50.6

24.7

24.7

20.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市政だより（紙媒体）

福岡市ホームページ

テレビCM

福岡市LINE公式アカウント

チラシ・パンフレット

86.5

44.9

39.3

14.6

13.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市政だより（紙媒体）

福岡市ホームページ

福岡市LINE公式アカウント

ポスター

テレビCM

97.3

35.6

32.9

30.1

26.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市政だより（紙媒体）

福岡市ホームページ

チラシ・パンフレット

新聞の紙面広告

テレビCM

86.7

60.0

30.5

15.2

14.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市政だより（紙媒体）

福岡市ホームページ

福岡市LINE公式アカウント

チラシ・パンフレット

フリーペーパー

99.0

49.5

41.0

36.2

23.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市政だより（紙媒体）

新聞の紙面広告

チラシ・パンフレット

テレビCM

ポスター

≪ 市政情報を得るために利用したことがある広報媒体≫

「市政だより（紙媒体）」が89.4%と最も多く，
次いで「福岡市ホームページ」が42.5%とな
りました。
年代別上位５項目でみると，「市政だより
（紙媒体）」や「福岡市ホームページ」の他
に，50代以下では「福岡市LINE公式アカウ
ント」が，60代以上では「新聞の紙面広告」
「チラシ・パンフレット」が上位に入りました。



どちらかといえば

満足している
60.8%

どちらかといえば

満足していない
9.8%

満足していない
2.3%

現状の生活では

特段，市の情報を必要としていない
12.6%

無回答
2.3%

54.0 

27.4 

39.3 

53.3 

54.1 

64.4 

78.1 

15.8 

6.8 

19.1 

14.3 

21.2 

15.1 

17.1 

7.4 

16.4 

6.7 

9.5 

3.5 

6.8 

2.9 

15.5 

20.5 

25.8 

15.2 

20.0 

12.3 

1.9 

7.0 

28.8 

9.0 

6.7 

0.0 

1.4 

0.0 

0.4 

0.0 

0.0 

1.0 

1.2 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 体

（N＝530）

１８～２９歳
(n=73)

３０代

(n=89)

４０代

(n=105)  

５０代

(n=85)

６０代

(n=73)  

７０歳以上
(n=105) 

28.5 

20.2 

32.3 

32.3 

53.4 

54.5 

51.1 

50.0 

6.4 

12.3 

6.0 

6.4 

0.6 

0.4 

0.8 

1.3 

9.8 

10.6 

8.1 

8.1 

1.3 

2.1 

1.7 

1.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

特集記事

（おおむね１～３面）

事業・制度の紹介

（おおむね４～７面）

情報BOX

（おおむね８～１５面）

区版

（おおむね１６面）

≪ 福岡市の情報発信に対する総合的な満足度≫

≪ 市政だよりを読む頻度≫

≪ 市政だよりの各記事は役に立つか≫

毎号
読んでいる

１か月に１回
（発行回数２回のうち１回）
程度読んでいる

２か月に１回
（発行回数４回のうち１回）
程度読んでいる

ほとんど
読んでいない

全く
読んでいない

無回答

役に立つ どちらかといえば
役に立つ 読まないのでわからない役に立たない 無回答

どちらかといえば
役に立たない

「毎号読んでいる」と回答した方は全体の54.0%となりました。年代別にみると，年代が上がるにつれて，

「毎号読んでいる」と回答した方の割合が高くなっています。

『役に立つ』と回答した方は「情報BOX」で83.4%と最も多く，次いで，「区版」で82.3%という結果になりました。

満足している
12.3%

『満足している』

73.1%

◆年代別



③「ユニバーサル都市・福岡」について（N=530）

 ≪ユニバーサルデザインについてどの程度知っていたか≫

 

≪福岡市はユニバーサルデザインの ≪「ユニバーサル都市・福岡」のロゴマークを
取り組みが進んでいると思うか≫ 見たことがあるか≫

 ≪「ユニバーサル都市・福岡」を実現するため，より充実させる必要があると思う取り組み≫

19.6

18.0

13.4

38.7

30.4

27.9

22.3

29.7

23.6

18.9

21.4

32.9

0.6

0.6

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和２年度

（N=530）

令和元年度

（N=543）

平成30年度

（N=559）

『知っていた』と回答した方は，全体の

58.3％で，年々割合が高くなっています。

61.3

53.0

51.5

40.6

36.4

23.8

11.1

4.9

4.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

道路，公園，建築物などハード面のバリアフリー化推進

駐車・駐輪マナーの向上

気配りや思いやりの心を育てる教育の充実

ベンチを増やすなど，誰もが気軽に外出しやすい環境整備

飲食店や宿泊施設，集客施設などにおけるバリアフリー化や多言語対応の促進

ホームページの充実などわかりやすい情報発信

啓発イベントや表彰制度などの充実

その他

特にない
複数回答

「道路，公園，建築物などハード面のバリアフリー化推進」と回答した方が61.3%と最も多く，次いで「駐車・駐

輪マナーの向上」が53.0％となりました。

進んでいる
6.4%

どちらかといえば

進んでいる
37.9%

どちらかといえば

進んでいない
20.6%

進んでいない
3.8%

わからない
30.4%

無回答
0.9%

言葉の意味，
具体的な取り組み事例を知っていた

言葉の意味は知っていたが，
具体的な取り組み事例は知らなかった

言葉を聞いたことはあったが，
意味は知らなかった

知らなかった

無回答

（過去調査との比較）

（過去調査との比較）

54.2

36.3

45.7

61.7

0.2

2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和２年度

（N=530）

平成30年度

（N=559）

見たことがある 見たことがない

※令和元年度：該当設問なし

[2020]

[2019]

[2018] 

[2020]

[2018] 

無回答



④「消防団」について（N=530）

≪消防団を知っていたか≫

 

≪お住まいの地域の消防団を知っているか≫

名前も活動内容も

知っていた
55.8%

名前は聞いたことがあるが，

活動内容は知らなかった
38.5%

名前も活動内容も

知らなかった
5.3%

無回答
0.4%

45.2

57.3

54.3

56.5

58.9

61.0

49.3

31.5

42.9

41.2

37.0

31.4

5.5

11.2

2.9

2.4

2.7

6.7

0.0

0.0

0.0

0.0

1.4

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１８～２９歳
(n=73)

３０代

(n=89) 

４０代

(n=105)

５０代

(n=85) 

６０代

(n=73) 

７０歳以上
(n=105) 

無回答

「知っている」と回答した方は，全体の29.2％でした。年代別にみると「知っている」と回答した方は70歳以

上で最も割合が高く，45.7％となりました。

名前も活動内容も知っていた

名前は聞いたことがあるが，活動内容は知らなかった

名前も活動内容も知らなかった

『知っていた』と回答した方は，全体の94.3％でした。年代別にみると，いずれの年代においても『知ってい

た』と回答した方が約９割となりました。

知っている
29.2%

知らない
70.2%

無回答
0.6%

20.5

16.9

21.9

35.3

32.9

45.7

79.5

83.1

78.1

64.7

65.8

52.4

0.0

0.0

0.0

0.0

1.4

1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１８～２９歳
(n=73)

３０代

(n=89) 

４０代

(n=105)

５０代

(n=85) 

６０代

(n=73)

７０歳以上
(n=105) 

知っている

『知っていた』
94.3%

知らない 無回答



 ≪仮に消防団員になったとしたら，どのような活動に取り組んでみたいか≫

 

 ≪今後，どのようなことが行われれば，消防団員が増えると思うか≫

63.0

57.0

40.8

39.4

37.5

36.0

24.3

23.0

3.0

7.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

活動内容や運営の現状について広く知らせる

消防団員の手当・報酬の金額を広く知らせる

体験入団の仕組みを作る

性別，年齢を問わず，誰でも活動できる組織にする

消防団活動に対する勤務先の理解を促進する

入団手続きをわかりやすくする

消火方法や応急手当ての方法を学ぶことができる

消防団活動を表彰・評価される仕組みを作る

その他

わからない
複数回答

「活動内容や運営の現状について広く知らせる」と回答した方が63.0%と最も多く，次いで「消防団員の手

当・報酬の金額を広く知らせる」が57.0％となりました。

57.2

32.8

31.1

24.9

24.7

18.1

12.3

11.7

7.5

7.4

1.1

12.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

地域の見回り

地域で行うハザードマップを活用したまち歩き

消火活動

火災予防講習や救命講習の講師

訓練

活動を知らせるチラシや発行物の作成

ホームページやSNS を活用した広報

消防少年団の指導

地域主催のイベント時の地元消防団紹介コーナー

消防出初式への参加

その他

特になし
複数回答

「地域の見回り」と回答した方が57.2％と最も多く，次いで「地域で行うハザードマップを活用したまち歩き」

が32.8％となりました。
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